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１ 研究主題  「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図る教育の充実に向けて」 

２ 研究の具体  

幼稚園教育要領等や小学校学習指導要領では、持続可能な社会の創り手として必要な資質・能力の育成や、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の明確化など、学校種や施設類型を越えて子どもの成長を支える手

掛かりが共通に整理されている。 

また、令和４年３月には中央教育審議会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」の審議経過報告が取

りまとめられ、『幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き(初版)』及びその参考資料(初版)が策定さ

れた。幼保小の架け橋期(０～18歳の学びの連続性に配慮しつつ、５歳児～小学校１年生の２年間を対象)にふさわしい主体

的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子どもに学びや生活の基盤が育

まれるよう、各地域や施設の創意工夫を生かした取組の充実が求められている。 

 

＜本県の取組＞ 

（１）幼児教育長期研修 

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続に向けた連携の推進を図るため、小学校教諭が近隣の幼稚園等にお

いて、１年間幼児期の教育に携わり理解を深めることを目的とし、平成22年度から実施している。派遣教員は、

コーディネーター役となって幼児と児童の交流活動及び教員等間の研修の計画を立て、実践につなぐとともに、

接続期(５歳児後期・１年生入学期)の指導の工夫及び発達や学びをつなぐ教育課程の編成や指導計画の作成に

ついても研究を進め、１年間の研修を終え小学校に戻ってからも、引き続き実践的研究を行っている。 

（２）幼・保・こ・小理解研修会 

 幼稚園教員、保育士、保育教諭、小学校教員が相互の教育について理解を図るとともに、幼児期の教育と小

学校教育の円滑な接続の在り方を探るために必要な協議を行い、教員の指導力の向上に資することを目的とし

て実施している。「幼児教育と小学校教育の円滑な接続について考える～幼児・児童の具体的な姿や幼児教育長期研修

教員の実践から～」等のテーマで、実践発表や協議を行っており、令和４年度の協議では「表現力の芽生え」や「表

現力の基礎」という視点で、長期研修教員の実践発表から共感したことや発見したこと、これまでの自分の実

践等について交流し、「学びをつなぐ」ことについて考えを深めていった。 

【幼児教育長期研修 派遣教員による実践発表①】 

幼児教育長期研修で学んでいること 

さぬき市立さぬき北小学校 細川 愛（令和５年度 派遣教員） 

研修園：さぬき市立志度幼稚園・さぬき市立さぬき北幼稚園 

就学前教育は「遊び」を通しての指導を中心とした 

教育・保育であり、自発的な活動としての遊びこそ人 

間形成の基盤となる学びである。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿(10の姿)」 

を手がかりに、子どもの育ちや学びを小学校の教員と 

共有し、学びをつないでいく。 

 

○遊びの中の学び～事例から学んだこと～ 

「カエルのお家を作ろう(志度幼 年中児 ５月)」   「あおぐみランドを作ろう(志度幼 年長児 ６～７月)」 

                         

                         今日したことや新しいアイ 

ディアを共有する時間をとる 

                        ことで子ども同士がつながる 

→「自分もやってみたい！」 

「明日もしたい！」という 

子どもの思いを支えている 
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○幼小交流～相互にメリットを感じられる交流に～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼児教育長期研修 派遣教員による実践発表②】 

幼児期の「学び」を小学校の「学び」へ滑らかにつないでいくスタートカリキュラム 

三豊市立吉津小学校 河田 菜摘（令和４年度 派遣教員） 

研修園：三豊市立吉津幼稚園 
研修では１年間を通して子どもたちの遊びの様子や保育者のかかわりを見つめ、子どもたちの姿から幼児期

の学びの芽生えを感じることができた。遊びや生活を通して自然に疑問が生まれ、その疑問を解決するために
友だちとかかわり合いながら試行錯誤する姿も、学びの芽生えの一つであり、小学校以降の主体的・対話的で
深い学びへとつながっていくのではと感じた。 

○スタートカリキュラムの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○幼児期の学びを生かしたスタートカリキュラムの実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼児期の学びを意識して活動を組んだことにより、子どもも教師も安心して小学校生活をスタートすること

ができた。また、フリースペースを設けたことで子どもたちはリラックスして遊ぶことができ、子ども同士の
つながりができて、安心して活動に入ることができた。今後も、子どもが主体的に考え活動できる仕掛けを考
えるとともに、保・幼・小の連携を大切にし、子どもの実態を把握した上でカリキュラムを組んでいきたい。 

＜スタートカリキュラム作成ポイント＞ 
・吉津小学校らしいか 
・子どもたちの小学校への期待がスムーズにつながっているか 
→ 子どもの立場に立ったスタートカリキュラムになっているか 
・１年生なりにできることを生かすために、学びが続いているか 

授業 
学校生活 


